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創立百五十周年・
再興七十周年記念事業が始動

　

ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
早
く
も
来

年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
発
売
さ

れ
る
時
期
に
な
っ
た
▼
自
宅

に
は
川
瀬
巴
水
の
版
画
、
研

究
室
に
は
航
空
会
社
発
行
の

風
景
が
そ
ろ
っ
た
▼
「
暦
」

と
言
え
ば
「
神
宮
暦
」
が
知

ら
れ
る
。
神
宮
の
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
に
は
「
神
宮
暦
」
に
つ

い
て
「
明
治
16
年
よ
り
迷
信

的
記
述
を
排
除
し
、
科
学
的

情
報
の
み
を
記
述
し
た
我
が

国
唯
一
の
「
正
暦
」
と
し
て

全
国
に
頒
布
さ
れ
ま
し
た
」

と
あ
る
▼
近
世
以
前
は「
暦
」

に
迷
信
的
行
動
指
針
や
予
言

が
示
さ
れ
た
の
も
、
農
業
・

漁
業
な
ど
一
次
産
業
が
地
球

の
公
転
を
は
じ
め
と
す
る
自

然
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ

と
か
ら
、
豊
作
・
豊
漁
を
願

い
、
災
害
か
ら
免
れ
る
こ
と

を
意
識
し
た
か
ら
だ
ろ
う
▼

「
神
宮
暦
」
以
前
の
「
暦
」
と

し
て
は
、
現
在
の
多
気
町
丹

生
の
「
丹
生
暦
」
が
有
名
で

あ
る
。
丹
生
の
暦
師
と
し
て

賀
茂
杉
太
夫
が
、
代
々
国
司

の
御
博
士
を
担
い
、「
丹
生

暦
」
を
発
行
し
た
。
の
ち
に

「
内
宮
暦
」
や
「
山
田
暦
」
に

お
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

も
の
の
、「
い
せ
ご
よ
み
」
の

発
祥
と
し
て
は
丹
生
が
そ
の

地
位
に
あ
る
▼
皇
大
神
宮
の

別
宮
で
あ
る
「
月
読
宮
」
は

西
宮
一
民
の
説
に
よ
る
「
カ

レ
ン
ダ
ー
神
」
と
い
う
解
釈

は
と
て
も
う
な
づ
け
る
。
伊

勢
と
「
暦
」
の
関
係
は
深
い
。

　夕ゆ
ふ

月づ
く

夜よ

　
心
も
し
の
に

　
　
　
　
白
露
の

置
く
こ
の
庭
に

　
こ
ほ
ろ
ぎ
鳴
く
も

湯ゆ

原は
ら
の

王
お
お
き
み

学　

長　

齋　

藤　
　

平

　

本
学
は
、
令
和
14
年
、
御
遷
宮
の
前
年
と
い

う
節
目
の
年
に
、
創
立
１
５
０
周
年
・
再
興
70

周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
向
け
、
本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

振
り
返
り
、
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
の
記
念
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
む
中
、
大
学
に
は
、
学
生
一
人

ひ
と
り
の
学
び
を
支
え
る
と
と
も
に
、
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
周
年
記
念
事
業
で
は
研
究
・

学
修
環
境
等
の
充
実
を
図
り
、
学
生
が
よ
り
快

適
に
、
豊
か
な
大
学
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き

る
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
伊
勢
の
地
で
長
年
培
っ
て
き
た
学
問
と

文
化
を
次
代
へ
継
承
し
、
本
学
な
ら
で
は
の
教

育
・
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

創
立
１
５
０
周
年
・
再
興
70
周
年
を
本
学
の

歴
史
と
未
来
を
結
ぶ
大
切
な
節
目
と
し
て
、
学

生
の
成
長
と
本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
資
す
る

記
念
事
業
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長　

圓
藤
恭
久

　

本
学
は
令
和
14
年
に
創
立
１
５
０
周
年
・
再

興
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
周
年
記
念
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
本
学
が

積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
、

そ
の
歩
み
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々

へ
の
感
謝
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
研
究
の
充
実

と
、学
生
が
豊
か
に
学
び
、交
流
で
き
る
環
境
の

整
備
を
進
め
、
本
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
の
大
切
な
機
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

創
立
以
来
、
伊
勢
の
地
に
お
い
て
受
け
継
い

で
き
た
学
問
と
文
化
を
次
代
へ
確
実
に
つ
な
ぐ

と
と
も
に
、
周
年
記
念
事
業
を
通
じ
て
本
学
の

基
盤
を
よ
り
強
固
な
も
の
と
し
、
未
来
を
担
う

学
生
た
ち
の
学
び
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

各
界
、
館
友
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

様
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

記
念
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
多
角
的

な
ご
意
見
や
ご
助
言
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

本
記
念
事
業
の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

温
か
い
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　第
１
回
募
財
委
員
会
を
開
催

　

令
和
14
年
に
迎
え
る
創
立

１
５
０
周
年
・
再
興
70
周
年

に
向
け
、
記
念
事
業
を
推
進

す
る
募
財
委
員
会
が
発
足
し

た
。

　

募
財
委
員
会
は
小
串
和
夫

常
任
顧
問
、
田
中
恆
清
神
社

本
庁
総
長
を
始
め
、
顧
問
11

名
、
委
員
１
３
６
名
で
構
成
。

８
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
募
財
委
員
会
に
は
全
国

か
ら
顧
問
４
名
、
委
員
42
名

が
出
席
し
た
。

　

会
議
で
は
、
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
実
施
す
る
記
念

事
業
の
概
要
や
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
た
。
記
念
事
業
は
創
立
以

来
、
伊
勢
の
地
で
培
っ
て
き

た
学
問
と
文
化
を
次
代
へ
継

承
す
る
と
と
も
に
、
学
生
が

学
び
、
交
流
し
、
心
豊
か
に

過
ご
せ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実

現
を
め
ざ
す
。

　

施
設
整
備
に
加
え
、
貴
重

な
学
術
資
料
の
調
査
・
保
存
・

デ
ジ
タ
ル
化
、
研
究
成
果
の

刊
行
、
展
示
な
ど
を
通
し
て
、

本
学
が
有
す
る
知
的
・
文
化

的
資
産
を
広
く
社
会
に
発
信

し
て
い
く
。

　

創
立
１
５
０
年
・
再
興
70

年
の
節
目
を
単
な
る
周
年
行

事
に
と
ど
め
ず
、
こ
れ
ま
で

受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
確

か
め
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い

　
７
月
の
熊
本
地
震
、全
国
で
相
次
ぐ
集
中
豪
雨
被
害
に

遭
わ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、８
月
31
日
に
伊
勢
市
岩
渕
地
区
・
明
倫
商
店
街

周
辺
で
発
生
し
た
火
災
に
よ
り
、被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆

様
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
倫
商
店
街
周
辺
は
、本
学
に
と
っ
て
長
く
親
し
み
の

あ
る
地
域
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
重
ね

て
き
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
を

寄
せ
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
、
皆
様
の
平
穏
な
日
々
が
戻

り
ま
す
こ
と
を
、
切
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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総
額
₃₂
億
1
千
₉
百
万
円

■1
施
設
整
備
事
業

●
学
生
会
館
新
築

　（
仮
称
）六
角
テ
ラ
ス

●
大
学
新
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
新
築

●
大
学
3
号
館
研
究
棟
の
改
修

●
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
・
附
属
図

書
館
書
庫
の
拡
充

●
情
報
環
境
の
整
備

■2
教
育
研
究
事
業

●
周
年
記
念
論
文
集
の
刊
行

●
神
道
研
究
に
関
す
る
資
料
集
等
の

刊
行

●『
訓
読
註
釈
　
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

の
刊
行

●『
日
本
後
紀
史
料
』（
全
8
巻
予
定
）

の
刊
行

●
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ
ー
プ
ン

化
推
進

●
本
学
所
蔵
書
籍
（
特
に
未
調
査
古
典

籍
群
の
調
査
・
管
理
と
デ
ジ
タ
ル
化
）

及
び
情
報
公
開
に
よ
る
社
会
や
学

界
に
対
す
る
文
化
的
貢
献

■3
展
示
事
業

●
特
別
展
示「
皇
學
館
大
学
名
宝
展
」

の
開
催

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
所
蔵
資
料

（
鈴
木
重
胤
資
料
、
鈴
鹿
家
資
料
、
久

邇
家
寄
贈
資
料
、
大
嘗
祭
関
係
資
料

等
）

附
属
図
書
館
所
蔵

（
澤
瀉
文
庫
、
五
葉
蔭
文
庫
等
）

館
史
関
係
資
料

■4
館
史
編
纂
事
業

●『
皇
學
館
大
学
百
五
十
年
史
』の
刊

行
（
百
三
十
周
年
以
降
の
₂₀
年
を
中

心
。
各
学
部
学
科
・
附
置
機
関
・
事

務
局
の
部
局
史
を
含
む
）

●
館
史
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

■5
記
念
式
典
事
業

令
和
₁₄
年
4
月
₃₀
日
、
5
月
1
日
を

予
定

●
慰
霊
祭
、
記
念
式
典
、

　
記
念
植
樹
、
祝
賀
会
　
な
ど

自
然
災
害
お
よ
び
伊
勢
市
内
に
お
け
る
火
災
被
害
に
関
す
る
お
見
舞
い�

学
校
法
人 

皇
學
館
　

く
機
会
と
す
る
。
そ
の
実
現

に
向
け
、
多
く
の
関
係
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
記
念
事

業
が
本
格
的
に
動
き
始
め
る
。

■注目記事
アカデミック� ２面
全国大学史資料協議会を開催
カルチャー＆スポーツ� ３面
東海地区 1位で全日本出場 
東海学生柔道体重別選手権大会
イベント＆エデュケーション� ４面
大杉研究室が小学生対象の 
プログラミング教室を実施
　� ５面
数理教育コース１期生10名が
公立中学校の数学教員合格
中高トピックス� ６面
第64回皇高祭開催 
皇學館高等学校
スマホ・ケータイ安全教室を実施 
皇學館中学校
� ７面
令和 9年度皇學館高等学校募集要項
アクティブスチューデント� ８面
向原悠斗さん（高３）がインターハイ
八種競技で準優勝 ほか
■シリーズ
部活動・同好会ファイルNo.3 
考古学研究会

歌
ご
よ
み

伊勢シティホテルにて催された夕食会

ご
挨
拶

記
念
事
業
の
主
な
内
容 

◥
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大学院を改組
3専攻を統合し、 

「総合人文学専攻」を設置
　文学研究科は令和 ₉ 年 ₄ 月、これまでの神
道学、国文学、国史学の ₃ 専攻を統合し、「総
合人文学専攻」を設置する。各分野の専門性
を維持しながら、領域を横断した学際的な教
育研究を推進し、現代社会の複雑化・高度化
に対応できる研究者の育成をめざす。
　従来の ₃ 専攻では、それぞれの領域におけ
る精深な研究が進められてきた一方、学問領
域の細分化により、他分野の研究成果が十分
に共有されない課題も生じていた。近年は、各
専攻の学生が他分野の授業を履修するなど、
領域を越えて学ぶニーズも高まっている。こ
うした動きを踏まえ、 ₃ つの専門領域を総合
し、最新の研究動向を共有する新たな学問領
域の構築に至った。
　総合人文学専攻では、神道学・国文学・国
史学を基盤に、漢文学や関係外国史などの知
見も生かした研究を展開する。例えば神道と
道教の関係など、従来は分断されてきたテー
マを横断的に捉えることも可能となる。
　また、デジタル化された史資料やネット上
の情報が増加する中、その価値や真偽を見極
め、学術的知見に基づいて社会へ発信できる
人材の育成も重要な課題である。 ₃ 分野の知
を結集し、建学の精神を継承するとともに、社
会の要請に応える研究者の育成を進めていく。

　

全国大学史資料協議会を開催
　

８
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
、
本
学
で

全
国
大
学
史
資
料
協
議
会
２
０
２
６
年
度

総
会
な
ら
び
に
全
国
研
究
会
が
開
催
さ
れ

た
。
26
日
に
行
わ
れ
た
総
会
で
は
本
学
の

田
浦
雅
徳
名
誉
教
授
が
令
和
５
年
に
本
学

附
属
図
書
館
で
見
つ
か
っ
た
史
資
料
を
も

と
に
、「
神
宮
皇
學
館
の
大
学〝
昇
格
〟を
め

ぐ
っ
て
」
と
の
演
題
で
記
念
講
演
を
行
っ

た
。
27
日
は
「
大
学
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
研
究
会
が
催
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応

答
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

本
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
松
本

丘
セ
ン
タ
ー
長
は「
大
学
史
資
料
の
管
理
・

研
究
に
つ
い
て
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
本
学
で
も
体
制
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
」
と
研
究
会
を
総
括
。

創
立
百
五
十
周
年
・
再
興
七
十
周
年
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
館
史
編
纂
事
業
に

生
か
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

小
川
真
由
子
准
教
授
は
保
育
士

養
成
に
お
け
る
実
践
的
な
判
断
力

と
対
応
力
の
育
成
を
め
ざ
し
、
多

様
な
教
材
を
活
用
し
た
授
業
改
善

と
教
育
方
法
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
で

洗
い
残
し
を
可
視
化
し
、
衛
生
行

動
を
視
覚
的
・
体
験
的
に
理
解
さ

せ
た
ほ
か
、
心
肺
蘇
生
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基

づ
く
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、

技
能
の
向
上
を
促
し
て
い
る
。
ま

た
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
ベ
ビ
ー
や

妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
用

い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
も

導
入
。
単
な
る
体
験
に
終
わ
ら
せ

ず
、
学
生
同
士
の
相
互
評
価
や
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
、

「
な
ぜ
そ
の
対
応
が
必
要
か
」「
ど

の
よ
う
に
判
断
し
た
か
」
を
言
語

化
す
る
学
び
を
重
視
し
て
い
る
。

学
生
の
気
付
き
や
課
題
を
授
業
改

善
に
つ
な
げ
な
が
ら
、
知
識
や
技

術
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
場

で
求
め
ら
れ
る
実
践
的
な
判
断
力

と
対
応
力
を
備
え
た
保
育
者
・
教

育
者
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

田浦雅徳名誉教授 記念講演
神宮皇學館の� （講演内容より抜粋）
大学＂昇格＂をめぐって

令
和
７
年
度
優
良
教
育
実
践

小
川
真
由
子
教
育
学
科
准
教
授
が
選
出

教
育
学
科
小
川
真
由
子
准
教
授

実
技
演
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の 

活
用
に
よ
る
保
育
士
養
成
授
業
の
改
善

皇學館 ◆34

人物列伝

授
業
改
善
等
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
、「
令
和
７
年
度
優
良
教

育
実
践
」
に
教
育
学
科
・
小
川
真
由
子
准
教
授
が
選
ば
れ
た
。

　
令
和
５
年
３
月
上
旬
、
本
学
附
属
図
書
館
の
収
蔵
庫

で
資
料
簿
３
冊
が
見
つ
か
っ
た（
①「
神
宮
皇
學
館
大
學
昇

格
資
料
一
」、
②「
神
宮
皇
學
館
大
學
昇
格
資
料
二
」、
③「
神

宮
皇
學
館
大
學
昇
格
問
題
資
料　
岡
田
米
夫
」）。
①
②
に
は

「
寄
贈

原
田
敏
明
殿

昭
和
四
六
年
弐
月
八
日
」の
角

印
が
捺
さ
れ
、③
の
表
紙
裏
に
は「
寄
贈

岡
田
米
夫
殿

昭
和
五
拾
二
年
六
月
貮
九
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
神

宮
皇
學
館
館
長
（
再
興
後
の
初
代
学
長
）
を
務
め
て
い
た

平
田
貫
一
が
政
府
関
係
者
に
充
て
た
大
学
昇
格
要
望
書

の
自
筆
草
案
な
ど
点
数
に
し
て
お
よ
そ
60
点
。
こ
れ
に

よ
り
、昭
和
15
年
の
神
宮
皇
學
館
の
大
学〝
昇
格
〟に
至

る
詳
細
な
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
明
治
15
年
に
創
設
さ
れ
た
神
宮
皇
學
館
は
明
治
36
年

に
官
立
専
門
学
校
と
な
る
。
大
正
７
年
、
大
学
令
が
公

布
さ
れ
る
と
、
神
宮
皇
學
館
で
昇
格
の
動
き
が
強
ま
る
。

同
年
、本
科
生
原
田
敏
明
・
鏑
木
勢
岐
ら
を
中
心
に「
神

道
学
会
」
が
発
足
。
神
宮
皇
學
館
関
係
者
ら
か
ら
「
神

道
研
究
の
確
立
」
を
根
幹
に
据
え
た
「
神
道
の
最
高
学

府
（
神
祇
大
学
・
神
都
大
学
）」へ
の
昇
格
を
求
め
る
機
運

が
高
ま
っ
た
。

　
昭
和
10
年
代
、
伊
勢
を
聖
地
化
す
る
「
大
神
都
聖
地

計
画
」
を
追
い
風
に
昇
格
運
動
は
本
格
化
。
関
係
者
の

懸
命
な
尽
力
に
よ
り
、実
現
に
向
け
前
進
。
し
か
し
、内

務
省
管
轄
の
ま
ま
で
は
法
的
に
昇
格
が
不
可
能
と
判
断

さ
れ
、文
部
省
へ
移
管
し
て
大
学
を「
新
設
」す
る
形
式

が
と
ら
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
、内
務
省
・
神
宮
皇
學
館
の

立
場
か
ら
見
れ
ば
神
宮
皇
學
館
の「
大
学
昇
格
」、文
部

省
か
ら
は
「
神
宮
皇
學
館
大
學
の
創
設
」
と
な
っ
た
。

　
移
管
の
過
程
で
、
大
学
昇
格
の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
っ
た「
神
道
の
最
高
学
府
」と
の
理
念
は「
我

国
固
有
の
教
学
」
へ
と
表
現
が
修
正
さ
れ
た
。
そ
れ
で

も
関
係
者
の
強
い
要
望
に
よ
り「
皇
學
館
」の
名
称
は

堅
持
さ
れ
、
昭
和
15
年
、
文
部
省
直
轄
の
神
宮
皇
學
館

大
學
が
開
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

や
ま
う
ち 

ま
す
じ
ろ
う
●
大
正
７
年
長
崎
県
生
。

昭
和
32
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了
。白
梅
学
園
短
期
大
学
教
授
を
経
て
、昭
和
53

年
皇
學
館
大
学
教
授
。
１
９
１
８
〜
２
０
０
９
。

山
内 

益
次
郎

　
枕
草
子
と
今
鏡
を
専
門
と
し
た
中
古

文
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
山
内
は
、
お

の
ず
か
ら
国
文
法
概
説
も
担
当
し
て
い

た
。
古
典
文
法
は
平
安
時
代
の
文
法
を

規
範
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
今
も
制
度
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
ク

ラ
ス
担
任
は
、
当
時
、
と
く
に
倉
陵
祭

の
出
し
物
と
な
っ
て
い
た
樽
神
輿
の
製

作
と
当
日
の
担
ぎ
手
を
集
め
る
こ
と
に

腐
心
し
た
。
学
生
た
ち
に
事
あ
る
ご
と

に
声
を
か
け
、
進
捗
を
把
握
し
、
督
励

し
て
当
日
を
迎
え
た
。大
学
教
員
が
、特

別
活
動
を
指
導
す
る
と
い
う
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。

　
同
じ
よ
う
に
研
究
旅
行
も
ク
ラ
ス
単

位
で
実
施
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
取
り
ま

と
め
の
責
任
は
ク
ラ
ス
担
任
だ
っ
た
。

当
時
の
大
学
生
は
見
な
し
成
人
と
さ
れ
、

飲
酒
も
許
容
さ
れ
て
い
た
。
山
内
の
受

け
持
っ
た
１
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
飲

酒
し
て
高
揚
し
た
学
生
が
、
宿
所
の
部

屋
の
壁
を
壊
す
と
い
う
事
件
も
起
き
た
。

　
温
厚
な
紳
士
で
あ
っ
た
山
内
に
は
茶

目
っ
気
を
発
揮
す
る
一
面
も
あ
っ
た
。

文
法
史
に
関
し
て
『
言
語
四
種
論
』
や

『
活
語
断
続
譜
』で
知
ら
れ
る
鈴
木
朖あ
き
ら

が

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
、「
こ
れ

は
狼
で
は
な
く
、
朖
で
す
よ
」
と
言
っ

て
学
生
の
笑
い
を
誘
っ
た
が
、
学
生
の

反
応
は
鈍
か
っ
た
。
繰
り
返
し
て
「
こ

れ
は
狼
で
は
な
く
、朖
で
す
よ
」。
３
度

目
に
よ
う
や
く
学
生
が
笑
う
場
面
な
の

か
と
気
づ
い
て
笑
っ
た
と
き
「
や
っ
と

わ
か
り
ま
し
た
か
」
と
安
心
し
た
よ
う

に
言
っ
た
。

　
そ
の
頃
の
卒
業
論
文
は
、
審
査
が
極

め
て
厳
し
か
っ
た
。
後
に
大
学
認
証
評

価
で
学
者
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

る
と
し
て
改
善
が
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
だ

っ
た
。
ど
こ
か
一
つ
で
も
独
創
的
な
新

見
が
な
い
と
卒
業
論
文
は
不
合
格
と
さ

れ
た
。

　
あ
る
学
生
が
あ
ま
り
相
談
に
い
か
ず
、

よ
う
や
く
相
談
に
行
っ
た
と
き
「
全
然

来
な
い
か
ら
心
配
し
て
い
た
ん
で
す

よ
」
と
山
内
は
ほ
っ
と
し
た
顔
を
し
た
。

　
い
わ
ば
、
放
任
主
義
的
な
卒
論
指
導

が
専
ら
だ
っ
た
時
代
に
、
丁
寧
で
親
身

な
山
内
の
指
導
に
多
く
の
学
生
が
救
わ

れ
て
、
卒
業
し
て
い
っ
た
。

�

国
文
学
科
教
授
　
齋
藤
　
平

令和 8年度夏季フィールドワーク
学科 引率教員 日　　程 目的地・方面

国　内

国

文

大  島  信  生 ９ / ８ ㈫〜 ９ /10㈭ 福岡

岡  野  裕  行 ９ / ８ ㈫〜 ９ /11㈮ 東京

上小倉 一 志
松  下  道  信 ９ / ３ ㈭〜 ９ / ５ ㈯ 東京

木  村  尚  志 ９ / ８ ㈫〜 ９ /11㈮ 鳥取・島根

田  中  康  二 ９ / ７ ㈪〜 ９ /10㈭ 平泉・松島・
日光・深川

平　石　　岳 ９ / ５ ㈯〜 ９ / ７ ㈪ 静岡

国

史

遠  藤  慶  太 ９ / ８ ㈫〜 ９ /10㈭ 京都

多  田  實  道 ９ / ８ ㈫〜 ９ /10㈭ 九州・山陽地方

長 谷 川　 怜 ９ / ７ ㈪〜 ９ /11㈮ 東京

松  浦  光  修 ９ / ８ ㈫〜 ９ / ９ ㈬ 山口

コ

ミ

栗 野 理恵子
チェロ ディチェロ
中　山　　真
芳  賀  康  朗

９ / ８ ㈫〜 ９ /11㈮ 北海道

海　外

コ

ミ

髙  沢  佳  司
玉  田  貴  裕
張　　　　磊
豊　住　　誠

９ / ８ ㈫〜 ９ /11㈮ 中華人民共和国

令和 8年度保護者対象
進路別就職説明会のご案内
　保護者対象進路別就職説明会を以下の通り
開催させていただきます。進路別に各就職支
援担当部署より詳しくご説明いたします。ご
参加は予約制とし、専用の予約フォームより
受け付けております。申込締切は10
月28日㈬、多数のご参加をお待ちし
ております。 予約フォームはこちら▶

　
開催日時●令和 8 年11月 1 日㈰ 

12：00～14：00
受付場所●皇學館大学 ₆ 号館 ₁ 階

◆神社への就職について 神職養成担当
　場所● ₇ 号館 ₄ 階 ₇₄₄教室
◆教員、保育士への就職について 教職支援担当
　場所● ₇ 号館 ₄ 階 ₇₄₅教室
◆企業、官公庁への就職について 就職担当
　場所● ₇ 号館 ₄ 階 ₇₄₆教室
　
※当日、お車でお越しの際は構内駐車場をご利用いただけますが、
倉陵祭（学園祭）も同日開催中で台数に限りがございます。公共
交通機関でのご来学にご協力をお願い申し上げます。

テーマ◆大学史資料デジタル化の現状と課題

【基調報告】小川千代子氏（個人会員） 
「電子記録の長期保存～これからを考える～」
【第 １報告】熊本好宏氏（国士舘 国士舘史資料室） 
「国士舘史料の電子化と活用への取り組み」
【第 ２報告】渡邉　卓氏（國學院大學校史・学術資産研究センター） 
「國學院大學におけるデジタル化の現状  
 　校史資料を中心として　」
【第 ３報告】村田博俊氏（立命館 史資料センター） 
「立命館史資料センター史料のデジタル化状況」
【第 ４報告】長嶋健太郎氏（お茶の水女子大学 附属図書館 歴史資料館） 
「お茶の水女子大学歴史資料館における大学史資料の 
 デジタル化とデジタルアーカイブ」

親身な卒論指導

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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学生寮交流会で
親睦深める

　 ₉ 月₁₇日、学生寮交流会が行われ、精華寮₁₃
名、貞明寮₂₁名、駅伝競走部₂₃名の計₅₇名が参
加した。普段は交流する機会の少ない学生同
士が親睦を深め、楽しいひとときを過ごした。
　午前₁₁時に寮を出発した一行は、夫婦岩の
参道にある「めおと横丁」を訪れ、昼食をと
もにした。その後、金剛證寺を参拝し、学生
寮アドバイザーでもある国史学科の多田實道
教授による講話を拝聴した。講話では、伊勢
神宮の鬼門を守る寺として知られる金剛證寺
の歴史や、なぜ山頂に建立されたのか、伊勢
参りとの関わり、「お伊勢参らば朝熊をかけよ
朝熊かけねば片参り」といわれる風習などに
ついて解説があり、学生たちは興味深そうに
耳を傾けた。その後、本堂の参拝を含めて散
策を行った。
　続いて朝熊山展望台へ移動し、景色を眺め

ながら散策。寮
生たちは会話を
交わしながら親
交を深め、午後
₂ 時に寮へ戻っ
た。寮の枠を超
えた交流を通し
て、寮生同士の
つながりを育む
機会となった。

館友会全国大会に120名が集う

　 ₈ 月₃₀日、北海道札幌市の札幌パークホテ
ルで令和 ₈ 年度皇學館館友会全国大会を開催
した。当日は神宮大宮司代理立野智洋神宮禰
宜、学校法人皇學館圓藤恭久理事長をはじめ
多くのご来賓をお迎えし、約₁₂₀名もの館友が
集う盛会となった。
　総会では ₅ 件の上程議案が全て承認され、
次年度の全国大会は三重県で開催することが
決定した。続く記念講演会では「明治天皇の
聖徳と北海道開拓」と題し、芦原高穂館友会
北海道支部長が北海道開拓の苦難の歴史を熱
く語られ、大いに観衆を魅了した。
　懇親会では旧交を温め合い、歓談も盛り上
がった。その熱気は精華寮寮歌斉唱時に最高
潮に達した。その後も和やかな交流が続くな
か閉会の時間となり、名残惜しくも令和 ₉ 年
度館友会全国大会三重県大会での再会を期し
て散会となった。 文責：館友会本部事務局

　

９
月
14
日
、
本
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
ロ
ー

ズ
ヒ
ル
校
か
ら
男
子
生
徒
10
名
が
来
校
。
高

校
で
歓
迎
式
と
授
業
へ
の
参
加
を
行
っ
た
後
、

中
学
校
３
年
生
と
交
流
授
業
を
実
施
し
た
。

　

交
流
授
業
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自

己
紹
介
を
交
え
な
が
ら
英
語
で
会
話
を
楽
し

ん
だ
。
そ
の
後
は
調
理
室
へ
移
動
し
、
日
本

の
食
文
化
に
触
れ
る
体
験
と
し
て
「
巻
き
ず

し
」と「
あ
お
さ
み
そ
汁
」作
り
に
挑
戦
。
本

校
生
徒
は
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
交
え
な
が
ら
英

語
で
作
り
方
を
説
明
し
、
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
調
理
を
進
め
た
。
完
成
後
は
一
緒
に
ラ

ン
チ
を
囲
み
、
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

　

２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す

る
と
と
も
に
、
互
い
の
文
化
に
触
れ
、
親
睦

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
本
校
生

徒
に
と
っ
て
も
、
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
生

か
し
、
言
葉
の
壁
を
越
え
て
交
流
す
る
楽
し

さ
を
実
感
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

　

８
月
７
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
大

学
で
夏
期
研
修
を
実
施
し
た
。G

eneral English

（
一
般
英
語
）コ
ー
ス
で

日
常
生
活
で
使
う
英
語
を
中
心
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
現
地
で
の
生
活
や
交

流
を
通
し
て
実
践
的
な
英
語
に
触
れ
た
。
参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
、
英

語
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
異
文
化
に
触
れ
、
新
た
な
気
付
き
や
学
び

を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

８
月
29
日
に
メ
デ
ィ
ア
ス
体
育
館

ち
た（
愛
知
）で
開
催
さ
れ
た
東
海
学

生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
本
学
柔
道
部
が
目
覚
ま
し
い
成

果
を
挙
げ
た
。

　

個
人
戦
で
は
、
全
７
階
級
中
６
階

級
で
決
勝
に
進
出
す
る
快
挙
を
達
成
。

優
勝
４
名
、
準
優
勝
３
名
、
３
位
３

名
と
圧
倒
的
な
戦
績
を
収
め
、
入
賞

し
た
10
名
全
員
が
全
国
へ
の
切
符
を

手
に
し
た
。
ま
た
、
各
階
級
の
上
位

入
賞
者
の
成
績
で
争
う
全
日
本
学
生

柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
の
東
海

地
区
選
考
で
も
本
学
は
54
点
を
獲
得
。

２
位
の
愛
知
大
学（
26
点
）を
大
き
く

引
き
離
し
、
首
位
通
過
を
果
た
し
た
。

　

大
会
後
の
報
告
会
で
佐
藤
武
尊
部

長
は
、「
全
日
本
で
も
活
躍
し
、
皇
學

館
の
名
を
日
本
、
そ
し
て
世
界
へ
発

信
で
き
る
よ
う
精
進
し
た
い
」
と
全

国
舞
台
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

選
手
の
鬼
塚
勇
芯
さ
ん
も
「
部
員
43

名
が
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

る
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

入
賞
し
た
10
名
は
、
９
月
26
・
27

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
全

日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

に
挑
ん
だ（
結
果
は
次
号
で
報
告
）。
さ

ら
に
10
月
24
・
25
日
に
は
、
ベ
イ
コ

ム
総
合
体
育
館（
兵
庫
）で
行
わ
れ
る

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝

大
会
へ
東
海
地
区
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
る
。
全
国

の
強
豪
を
相
手
に
、
さ
ら
な
る
躍
進

が
期
待
さ
れ
る
。

　

オーストラリア・ローズヒル校の生徒10名と交流
皇學館高等学校・中学校

　異
文
化
に
触
れ
視
野
を
広
げ
た
３
週
間

令
和
８
年
度
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
イ
カ
ト
大
学
夏
期
研
修

　東
海
地
区
１
位
で
全
日
本
出
場

東
海
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

　
今
回
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
を

通
し
て
、英
語
の
知
識
だ
け
で
な
く
、実

際
に
英
語
を
使
っ
て
生
活
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
。
出
発
前
は
海
外
で

の
生
活
や
英
語
で
の
会
話
に
不
安
が
あ

っ
た
が
、
現
地
で
過
ご
す
う
ち
に
、
最

初
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
英
語
が
少
し

ず
つ
理
解
で
き
、
自
分
か
ら
話
し
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
現

地
の
学
生
と
の
交
流
で
あ
る
。
一
緒
に

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
食
事
や
遊
び
に

出
か
け
た
り
す
る
中
で
、
教
科
書
で
は

学
べ
な
い
自
然
な
英
語
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。
会
話
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な

い
と
き
に
は
、
聞
き
返
し
た
り
別
の
表

現
に
言
い
換
え
た
り
し
て
、
間
違
い
を

恐
れ
ず
に
話
す
大
切
さ
を
実
感
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
食
事
や
お
風
呂
、

就
寝
時
間
な
ど
日
本
と
は
異
な
る
生
活

█

間
違
い
を
恐
れ
ず
に

掛
橋
心
菜（
国
文
１
）

█

積
極
性
が
大
事

北
橋
諒
也（
コ
ミ
２
）

習
慣
を
体
験
し
た
。
言
葉
が
通
じ
な
い

と
き
も
表
情
や
身
振
り
を
使
っ
て
伝
え

る
こ
と
が
で
き
、
言
葉
だ
け
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
で
は
な
い
と
気

付
い
た
。

　
今
回
の
経
験
を
一
度
き
り
の
思
い
出

に
せ
ず
、
今
後
は
リ
ス
ニ
ン
グ
や
会
話

力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
異
な
る
文
化
を

持
つ
人
と
も
自
信
を
持
っ
て
交
流
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

す
す
め
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ

た
。
英
語
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
今

で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
す
る
友
人

が
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
収
穫
だ
。

　
ま
た
、
毎
日
英
語
日
記
を
書
く
こ
と

を
続
け
、
授
業
で
学
ん
だ
表
現
を
実
際

の
会
話
で
使
う
こ
と
を
意
識
し
た
。
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
質
問
し
、
間

違
え
た
と
き
に
は
何
が
違
う
の
か
を
周

囲
に
尋
ね
る
な
ど
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を

大
切
に
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
も
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
話
し
か
け
る

こ
と
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
距
離

を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
約
１
カ
月

の
研
修
を
終
え
、
行
動
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
出
会
い
や
学
び
が
広
が
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
今
回
身
に
付
け
た
積
極
性
を
、

今
後
の
大
学
生
活
や
将
来
教
員
に
な
っ

た
と
き
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
で

最
も
強
く
感
じ
た
の
は
、
英
語
力
以
上

に
「
自
分
か
ら
動
く
」
大
切
さ
で
あ
る
。

英
語
に
自
信
が
な
く
て
も
、
完
璧
な
文

法
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
ず
話
し
か
け
て

み
る
こ
と
を
意
識
し
た
。
日
本
人
学
生

だ
け
で
な
く
現
地
の
学
生
に
も
積
極
的

に
声
を
か
け
た
こ
と
で
友
人
が
増
え
、

カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
現
地
の
お

東海学生柔道体重別選手権大会入賞者
（全国大会出場選手）

66kg級  優　勝 若 谷 　 快（教育 ４）

73kg級
優　勝 鬼 塚 勇 芯（教育 ４）
３ 　位 竹 村 　 賢（現日 ４）

81kg級
優　勝 奧 村 慶 史（現日 ４）
３ 　位 伊 藤 朔 也（現日 ２）

90kg級 
準優勝 安 田 和 真（現日 ４）
３ 　位 井 上 寛 仁（教育 ３）

１００kg級  準優勝 西 田 滉 太（現日 １）

１００kg超級 
優　勝 井野川 幹太（現日 ３）
準優勝 小 川 司 瑛（現日 ３）

選手層の厚さを印象付けた今大会

英語と笑顔が飛び交った交流授業

掛橋さん（左）と北橋さん

金剛證寺の前にて記念撮影

多田教授の講話を通して学びを深める学生たち

朝熊山展望台にある「天空のポ
スト」にて。このポストから手紙を
出すと、伊勢で唯一「伊勢の消
印」が押される
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令和 8年度皇學館高等学校
同窓会総会・懇親会を開催

　 ₈ 月 ₁ 日、ザ・オランジェガーデン五十鈴川
において、皇學館高等学校同窓会総会及び懇
親会が開催された。当日は同窓会役員をはじ
め、歴代の同窓会会長並びに多くの同窓会員
が来場した。
　総会は上村浩規幹事長（第₁₉期生）の開会の
辞に始まり、今期より会長に就任した美濃松
謙会長（第₂₅期生）、角屋貴久校長がそれぞれ挨
拶を行った。その後、美濃会長を議長に協議
事項が挙げられ、小塚邦代教頭（第₁₈期生）から
前年度及び今年度の各種事業報告や計画案の
説明、荒木徹事務長から決算報告と予算案の
説明がなされた。挙げられた事項は慎重に協
議され、総会は滞りなく終了した。
　続いて懇親会に移り、美濃会長及び角屋校
長の挨拶に引き続き、駒田具夫初代会長（第 ₁
期生）より乾杯のご発声をいただいた。ビュッ
フェ形式の食事に舌鼓を打ちながら各所にお
いて交流がなされ、会場は和やかな雰囲気に
包まれた。また、新会員の第₆₁期生も列席し、
世代の枠を超え、話に花を咲かせた。
　最後に森大亮第₁₁代会長（第₁₉期生）よりお
言葉をいただき、一本締めで閉会となった。

皇學館DAY2026を開催

　シルバーウィークの最終日となる ₉ 月₂₃日、
皇學館大学・皇學館高等学校合同の「皇學館
DAY₂₀₂₆」が開催された。三重県総合博物館
MieMuではコーポレーション・デーとして、
教育の一端に触れられる「学び体験プログラ
ム＆進学相談会」を実施。子どもを中心に₁₀₇₉
名が訪れ、多彩なプログラムを通して学びや

文化に親しんだ。
　会場ではなりきり神職
体験や擬革紙を使った小
物入れ作り、伊勢たくあ
んのおむすび作りと伊勢
茶の試飲、好きな植物を
使って作るペットボトル
ジャングル、頭と体を使
って遊ぶ算数ゲームなど

多彩な企画を
展開。また、ク
イズラリーや
大学・高等学
校の進学相談
会も行われた。
MieMuの基本
展示も無料開

放され、来場者はそれぞれの関心に合わせて
展示や体験を楽しんだ。
　さらに三重県文化会館大ホールでは皇學館
高等学校吹奏楽部による第₁₉回定期演奏会を
開催。クラシックからポップスまで幅広い曲
目を披露し、会場を華やかな音色で包んだ。本
学の教育・文化活動を身近に感じていただく
一日となった。

　大
杉
研
究
室
が
小
学
生
対
象
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
実
施

　親
子
教
室
と

花か

押お
う

の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
大
好
評

佐
川
記
念
神
道
博
物
館「
夏
休
み
親
子
教
室
」

　

オープンキャンパス・
オープンスクールが盛況

　

教
育
学
部
の
大
杉
成
喜
研
究
室
は
８
月
、

伊
勢
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
受
け
、
伊

勢
市
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
お
よ
び
「
ド
ロ
ー
ン
編

隊
飛
行
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
開
催

し
た
。
当
日
は
研
究
室
の
学
生
が
指
導
や

活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
っ
た
。

　

８
月
５
・
６
日
に
実
施
し
た「
ち
い
さ
い

お
と
も
だ
ち
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

き
ょ
う
し
つ
」
は
初
級
・
中
級
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
。
参
加
児
童
は
「
お
弁
当
を

作
ろ
う
」「
モ
グ
ラ
た
た
き
」
と
い
っ
た
課

題
に
挑
戦
。
楽
し
み
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

　

８
月
10
・
11
日
に
は
小
学
５
・
６
年
生
を

対
象
に
ド
ロ
ー
ン
編
隊
飛
行
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
を
実

施
し
た
。
初
日

は
思
い
通
り
に

飛
行
さ
せ
ら
れ

な
い
場
面
も
あ

っ
た
が
、
２
日

目
に
は
飛
行
距

離
や
角
度
、
命

令
の
順
序
な
ど
改
善
を
重
ね
、
目
標
地
点

へ
の
飛
行
に
成
功
し
た
際
は
達
成
感
に
満

ち
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

　

今
回
は
、
以
前
か
ら
同
研
究
室
と
連
携

し
て
活
動
す
る
皇
學
館
中
学
校
未
来
理
工

部
の
１
年
生
２
名
と
、
探
究
活
動
の
一
環

と
し
て
参
加
し
た
皇
學
館
高
校
生
２
名
も

加
わ
り
、
小
学
生
と
と
も
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
体
験
し
た
。
未
来
理
工
部
と
は
文

化
祭
で
の
連
携
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
な
る
交
流
の
広
が
り
が
見
込
ま
れ
る
。

　

大
杉
教
授
は
「
文
部
科
学
省
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
き
の
［
Ｆ
分
類
］
の

一
事
例
と
し
て
、
わ
が
国
の
教
育
発
展
の

一
助
と
な
れ
た
」
と
述
べ
、
サ
ポ
ー
ト
を

務
め
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
「
学
校
教
員
を

め
ざ
す
者
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
発
展
の
過
程
を
実

感
で
き
た
」
と
話
し
、
今
後
の
活
動
に
意

欲
を
見
せ
た
。

　

佐
川
記
念
神
道
博
物
館
に
て
７
月
25
・

26
日
と
８
月
４
日
、
親
子
教
室
お
よ
び
一

般
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

７
月
26
日
と
８
月
４
日
の
親
子
教
室
に

は
計
48
組
１
３
１
名
が
参
加
し
た
。
26
日

は
本
学
学
芸
員
課
程
の
履
修
生
が
企
画
・

運
営
を
担
当
し
、「
伊
勢
み
や
げ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
!
擬
革
紙
職
人
に
な
ろ
う
!
」
を
実

施
。
か
つ
て
か
ら
の
定
番
土
産
で
あ
る
擬

革
紙
の
歴
史
を
学
び
、
工
作
を
行
っ
た
。

「
親
子
で
楽
し
く
参
加
で
き
た
」「
学
生
の

対
応
が
親
切
だ
っ
た
」
と
好
評
で
、
学
生

に
も
貴
重
な
実
践
の
機
会
と
な
っ
た
。
４

日
は
同
館
学
芸
員
と
神
道
研
究
所
員
に
よ

る「
怪
盗
Ｓ
か
ら
の
挑
戦
状
」を
開
催
。
展

示
室
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
問
題
を
解
き
な

が
ら
博
物
館
に
親
し
ん
で
も
ら
う
企
画
で
、

「
設
定
が
作
り
込
ま
れ
て
い
て
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
７
月
25
日
に
は
、
一
般
対
象
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
花
押
を
作

ろ
う
!
」を
行
い
、33
組
61
名
が
参
加
し
た
。

大
学
院
生
の
横
山
大
樹
さ
ん（
博
前
・
国
史

２
年
）に
よ
る
花
押
の
歴
史
解
説
の
後
、
学

芸
員
の
指
導
の
も
と
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で

自
作
の
花
押
を
完
成
さ
せ
た
。
参
加
者
は

歴
史
の
奥
深
さ
や
創
作
の
難
し
さ
を
実
感

し
つ
つ
、「
自
分
で
作
れ
る
と
知
り
驚
い

た
」
と
感
想
を
述
べ
、
満
足
度
の
高
い
教

室
と
な
っ
た
。

　

大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
と
高
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
、
多
く
の
中
高
生
や
保
護

者
が
来
場
し
た
。

　

大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
８
月

８
、９
日
に
開
催
。８
日
は
約
７
０
０
名
、

９
日
は
約
６
０
０
名
が
参
加
し
た
。
８

日
は
高
校
１
、２
年
生
を
中
心
に
、体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
模
擬
講
義
、
学
食
体

験
、
入
試
説
明
会
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
な
ど
を
実
施
。
９
日
は
高
校
３
年
生

を
中
心
に
、
Ａ
Ｏ
入
試
対
策
セ
ミ
ナ
ー

や
入
試
説
明
会
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

を
行
っ
た
。
参
加
者
は
大
学
で
の
学
び

や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
に
触
れ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
し
た
。
次
回
は
「
秋
の
キ
ャ

ン
パ
ス
体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
し
て
、
10
月

25
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
８
月
１
、

２
日
と
2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

計
１
０
１
０
名（
中
学
生
７
０
１
名
、保
護

者
３
０
９
名
）が
参
加
し
た
。
全
体
会
で

は
学
校
・
入
試
説
明
の
ほ
か
、
生
徒
代

表
に
よ
る
学
校
紹
介
や
歓
迎
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
。
吹
奏
楽
部
と
ダ
ン
ス
部
が

演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
校
舎
見
学
シ
ー

ル
ラ
リ
ー
や
ク
ラ
ブ
見
学
、
学
食
体
験
、

個
別
進
学
相
談
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
参

加
者
は
校
内
を
巡
り
な
が
ら
、
学
校
生

活
や
部
活
動
の
様
子
を
身
近
に
感
じ
た

よ
う
だ
。生
徒
と
の
交
流
を
通
し
て
、入

学
後
の
学
校
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

擬革紙の工作に取り組む様子

謎解きに挑戦する親子

花押の歴史を学ぶ参加者

親交を深めた同窓会総会・懇親会

ドローンについて説明する学生

学生が参加者をサポート

④校友会による学校説明
⑤歓迎コンサート
⑥シールラリー

①教育学科模擬講義
②神道学科体験プログラム
③博物館体験コーナー

装束を身に着ける
「なりきり神職体験」

伊勢たくあんと伊勢茶を味わった
「いせたくあんでおむすびを作ろう」

会場も一体となり盛り上がった定期演奏会

①

②

③

④⑤

⑥

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

ベント＆エデュケーション

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports

Event & Education
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令和 8年度三重県教員採用
試験の合格状況
　本学は既卒者を含め ₁₂₆ 名の合格者を輩出
した。本年度は数学の免許課程を設置して初
めての採用試験であったが、中学校で ₈ 名が
現役合格を果たした。教育学科の数学教員に
よる特別指導に加え、各対策講座や教職アド
バイザーによる指導の強化・充実を図った成
果といえよう。さらに、倉志会・つばさの各
勉強会も活発に行うなど、万全の態勢で支援
したことが実を結んだ。
　小学校は₇₄名（現役₄₀名）が合格し、三重県全
体の合格者に占める本学の割合は₃₃.₉％とな
り、中学校・高等学校では₅₂名（現役₂₁名）と過
去最多の人数が合格を果たした。 ₃ 年生受験
では小学校に₉₁名、中学校・高等学校は₃₈名
が合格した。
　合格者占有率は、小学校（₁₅ 年連続）、中学
校・高等学校及び ₃ 年生受験において三重県
トップとなった。
　また、公立幼保職は三重県で ₁ 名が合格、₆
市 ₉ 名（桑名市、四日市市、鈴鹿市、亀山市、津
市、松阪市）が現役合格している。まだ選考途
中の自治体もあり、ひとりでも多くの学生が
現役合格できるよう支援を強化している。

「学修者本位の教育の実現」に向け 
教員と学生が意見交換
　学生と教員
が大学での学
びや学生生活
について意見
を交わす座談
会が ₉ 月₁₈日
に開催された。
本座談会は、
第 ₃ 期中期行動計画に掲げる「学修者本位の
教育の実現」に向けた具体的施策の一環とし
て、学生からカリキュラムの内容や学修方法、
学修支援、学修成果などについて幅広く意見
を聴取することを目的に実施したものである。
　当日は各学部の学生と教員が授業や学修方
法をはじめ、教員による指導・支援、正課外の
活動、施設・設備、学内情報の提供など、大学
生活に関わるさまざまなテーマについて意見
を交換した。学生からは、日頃の学修や大学
生活を通して感じていることや、より良い学
びのための提案など、率直な声が寄せられた。
　教員からも学生の意見を受け止めながら、
学修環境や授業方法、支援のあり方などにつ
いて意見が交わされ、双方の視点から教育・
学修環境を考える機会となった。

高校新校友会役員決定
　第₆₄期校友会（生徒会）本部役員立会演説会
が行われ、下記の ₂ 年生 ₃ 名が選ばれた。

総務委員長　塚本 真優斗さん
　総務委員長として学校全体が明るく、
皆さんが気持ちよく過ごせる環境を作
っていきたいと考えています。そのた
めに委員会のみんなと協力し、一人ひ
とりの意見を大切にしながら、責任を持って仕事に
取り組んでいきたいです。皆さんから信頼される総
務委員長をめざし、積極的に動いていきます。

副総務委員長　上 田 開 斗さん
　皆さんが楽しめる年間行事やイベン
トを企画して、皇學館高等学校でよか
ったと思ってもらえる学校づくりをし
ていきたいと考えています。校友会で
の話し合いを徹底して、皆さんの期待に応えられる
ようつとめていきます。

副総務委員長　金 子 乙 羽さん
　校友会役員として、何事にも責任を
持って取り組み、自分から積極的に行
動することを心掛けたいです。皆さん
と協力し、笑顔あふれる学校づくりに
貢献できるように一生懸命頑張ります。

　
三
重
県
で
数
学
教
員
を
め
ざ
せ
る
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
令
和
５
年
に
誕
生
し
た
本
学
教
育
学
部
の
数
理
教
育
コ
ー
ス
。

今
年
度
の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
で
は
、１
期
生
10
名
が
中
学
校（
数
学
）に
合
格
し
た
。
数
学
の
専
門
性
を
深
め
る
と
と

も
に
、他
者
と
学
び
合
い
、自
ら
考
え
行
動
す
る
力
を
育
む
数
理
教
育
コ
ー
ス
の
学
び
を
通
し
て
学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
な

教
師
像
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
１
期
生
の
北
川
結
唯
さ
ん
、
山
路
彩
生
さ
ん
、上
野
祐
一
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

特
別
企
画
数
理
教
育
コ
ー
ス
１
期
生
座
談
会

数
理
教
育
コ
ー
ス
１
期
生
10
名
が

公
立
中
学
校
数
学
教
員
に

　
　
数
学
教
員
を
め
ざ
し
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
路
●
母
が
小
学
校
の
教
員
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
教
職
が

身
近
な
存
在
で
し
た
。
も
と
も
と
数

学
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
新

設
さ
れ
た
ば
か
り
の
数
理
教
育
コ
ー

ス
な
ら
、
自
由
で
伸
び
伸
び
と
し
た

環
境
で
学
べ
そ
う
だ
と
感
じ
て
進
学

を
決
め
ま
し
た
。

北
川
●
私
は
子
ど
も
の
成
長
に
深
く

関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
教

員
を
志
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
職
は

地
域
に
根
ざ
し
た
仕
事
だ
と
感
じ
て

い
た
た
め
、
地
元
の
大
学
で
学
び
た

い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
実
践
的
な
学
び
は
採
用
試
験
や

「
め
ざ
す
教
師
像
」に
ど
う
生
き
ま
し

た
か
？

山
路
●
意
見
を
交
わ
し
合
う
中
で
、

自
分
に
は
な
か
っ
た
視
点
を
柔
軟
に

取
り
入
れ
る
姿
勢
が
身
に
付
き
ま
し

た
。
ま
た
、
出
前
授
業
な
ど
を
通
し

て
、
実
際
の
現
場
で
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
い
な
が
ら
授
業
を
組
み
立
て

た
体
験
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

北
川
●
解
き
方
だ
け
で
な
く
、「
な
ぜ

こ
の
説
明
を
す
る
の
か
」「
ど
の
よ
う

に
考
え
て
ほ
し
い
の
か
」
と
い
う
教

師
側
の
意
図
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
が
当
た
り
前
だ
と
思

っ
て
い
た
数
学
の
考
え
方
を
、
相
手

に
伝
わ
る
形
に
置
き
換
え
る
経
験
が
、

教
員
を
め
ざ
す
上
で
も
生
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
　
上
野
先
生
は
指
導
の
中
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
意
識
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
数
理
教
育
コ
ー
ス
で
印
象
に
残

っ
て
い
る
授
業
は
何
で
す
か
？

山
路
●「
数
学
科
教
育
法
」の
授
業
で

す
。
グ
ル
ー
プ
で
模
擬
授
業
を
つ
く

る
の
で
す
が
、
指
導
方
法
に
つ
い
て

仲
間
と
議
論
を
重
ね
る
中
で
、
授
業

づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、「
周
り
と
相
談

し
な
が
ら
考
え
る
力
」
が
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。
同
じ
テ
ー
マ
で
も
人
に
よ

っ
て
全
く
異
な
る
視
点
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。

北
川
●
私
も「
数
学
科
教
育
法
」が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
中
学
・

高
校
で
習
っ
た
解
き
方
を
も
う
一
度

捉
え
直
し
、「
日
常
の
ど
ん
な
場
面
と

結
び
付
け
れ
ば
分
か
り
や
す
く
伝
わ

る
か
」を
徹
底
的
に
考
え
ま
し
た
。当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
解
き
方
以

　
　
数
理
教
育
コ
ー
ス
を
め
ざ
す
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
路
●
自
分
な
り
の
目
標
や
「
こ
う

い
う
教
師
に
な
り
た
い
」
と
い
う
理

想
が
あ
れ
ば
、
先
生
方
が
一
緒
に
考

え
、応
え
て
く
れ
る
大
学
で
す
。自
分

か
ら
積
極
的
に
動
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

北
川
●
自
分
の
中
で
、
め
ざ
す
教
師

像
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
自

身
は
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い

な
が
ら
行
動
で
き
る
教
師
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
に
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の
機
会
が
あ

り
ま
す
。
自
分
か
ら
一
歩
踏
み
出
し

て
動
く
こ
と
で
、
授
業
や
ゼ
ミ
だ
け

で
は
得
ら
れ
な
い
学
び
に
も
出
合
え

ま
す
。
自
分
な
り
の
目
標
を
持
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
経
験

を
積
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

上
野
准
教
授
●
本
コ
ー
ス
に
は
、
Ａ

Ｏ
入
試
な
ど
多
様
な
入
試
方
式
を
通

じ
て
、社
会
人
経
験
者
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
学
生
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
経

験
や
価
値
観
を
持
つ
学
生
が
学
び
合

い
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
教
師
に

な
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
視
野

を
広
げ
る
上
で
も
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
教

員
採
用
試
験
を
ゴ
ー
ル
に
す
る
の
で

は
な
く
、
通
過
点
の
一
つ
と
捉
え
て
、

こ
れ
か
ら
も
人
と
し
て
成
長
し
続
け

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
数
理
教
育
コ
ー
ス
は
、
私
自
身
も

ゼ
ロ
か
ら
始
め
た
コ
ー
ス
で
す
。
ゼ

ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
コ
ー
ス

を
、
１
期
生
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
形

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
い
い
流

れ
を
継
い
で
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
た

ち
と
一
緒
に
数
理
教
育
コ
ー
ス
を
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
教
員
や
仲
間
と
の
距
離
の
近
さ

も
、
こ
の
コ
ー
ス
の
大
き
な
魅
力
で

す
ね
。

山
路
●
先
生
方
と
の
距
離
が
近
く
、

数
学
の
疑
問
は
も
ち
ろ
ん
、
困
り
ご

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
で
き
ま
す
。

　
　
数
理
教
育
コ
ー
ス
で
の
学
び
を

経
て
、
ご
自
身
の
教
師
像
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
か
？

山
路
●
最
初
は
何
で
も
答
え
ら
れ
る

「
完
璧
な
教
師
」に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
生
と
一
緒
に
学
ぶ
中
で
、
１
つ
の

教
え
方
が
全
員
に
合
う
わ
け
で
は
な

い
と
実
感
し
ま
し
た
。
今
は
、
自
分

自
身
も
学
び
続
け
、
周
り
か
ら
も
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
師
に
な
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

北
川
●
以
前
は
、
教
師
は
教
壇
に
立

っ
て
教
え
る
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

し
た
が
、
授
業
を
考
え
る
経
験
を
重

ね
る
中
で
、
教
師
は
一
方
的
に
教
え

る
の
で
は
な
く
、子
ど
も
た
ち
が「
自

分
か
ら
学
び
た
い
」
と
思
え
る
よ
う

な
場
や
環
境
を
整
え
る
存
在
な
の
だ

と
気
付
き
ま
し
た
。

上
野
准
教
授
●
本
コ
ー
ス
に
は
、
多

様
な
背
景
を
持
つ
学
生
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
挫
折
や
悔
し
い

経
験
を
経
て
入
学
し
た
学
生
も
い
る

で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
う
し
た
経
験

は
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
算
数
・
数
学
は
苦
手
意
識
を
持

つ
子
ど
も
も
多
い
教
科
で
す
が
、
自

分
自
身
が
つ
ま
ず
い
た
経
験
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
分
か
ら
な
い
子
ど
も
の

気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
経
験
を
ど
う
次
に
生
か
す
か
。
教

師
と
い
う
仕
事
は
、
そ
う
し
た
経
験

が
生
き
る
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
う
し
た
経
験
も
含
め

て
、
自
分
自
身
を
子
ど
も
た
ち
に
オ

ー
プ
ン
に
で
き
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

「
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
、で
き
な
い

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
正
直
に
伝
え

ら
れ
る
姿
勢
は
、
教
師
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
社
会
人
と
し
て
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
教
え
方
の
小
手
先
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し

た
人
と
し
て
の
誠
実
さ
を
身
に
付
け

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
？

上
野
准
教
授
●
学
生
た
ち
は
こ
れ
ま

で
ず
っ
と「
教
わ
る
側
」で
し
た
。
そ

れ
が
教
え
る
立
場
に
回
る
と
、「
伝
え

る
」と「
伝
わ
る
」は
ま
っ
た
く
別
物

だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
そ

の
難
し
さ
を
実
感
す
る
中
で
、
自
ら

気
付
く
力
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
説
得
」と「
納
得
」も
違
い
ま
す
よ

ね
。
説
得
さ
れ
て
も
、
人
は
受
け
身

に
な
り
が
ち
で
す
。
で
も
、
自
分
で

納
得
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ

か
ら
主
体
的
に
動
き
始
め
ま
す
。
数

理
教
育
コ
ー
ス
で
は
、
将
来
教
壇
に

立
つ
学
生
自
身
が
、
ま
さ
に
そ
う
し

た
学
び
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
10
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
１
の
気
付
き
を
き
っ
か
け

に
、
自
ら
学
び
を
進
め
て
い
け
る
よ

う
に
す
る
。
そ
ん
な
学
び
の
伴
走
者

に
な
れ
る
教
師
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

出
前
授
業
や
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
な
ど
教
室

を
飛
び
出
し
て
学
ぶ
機
会
も
豊
富
で
、

自
分
か
ら
動
け
ば
動
く
ほ
ど
学
び
を

広
げ
ら
れ
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
。

北
川
●
自
分
の
ゼ
ミ
以
外
の
先
生
に

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

疑
問
を
う
や
む
や
に
せ
ず
「
聞
い
て

み
よ
う
」「
や
っ
て
み
よ
う
」と
思
え

ま
し
た
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異

な
る
仲
間
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
、

毎
回
新
し
い
刺
激
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

  「
つ
ま
ず
い
た
経
験
」が
強
み
に
な
る

  

数
理
教
育
コ
ー
ス
を
一
緒
に
創
り
上
げ
て
い
く

  

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
と
、
広
い
学
び
の
機
会

  「
気
付
く
力
」を
養
う
実
践
的
な
授
業

上野祐一准教授

北川結唯さん

山路彩生さん
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学びと体験で進路を見つめる
１・２ 年生がサマーセミナー開講

第64回 皇高祭を開催
テーマは「CROSS BORDER〜世界の多様性を、私達のカルチャーに〜」

スマホ・ケータイとの「付き合い方」学ぶ
「スマホ・ケータイ安全教室」を実施

大学の学びに触れ、未来を描く
３ 年生が皇學館大学見学

夏季休業中、 １・２年生がそれぞれサマーセミナーを実施した。
学習に集中して取り組むとともに、大学見学や探究活動、仲間

との交流を通して、進路や今後の学びについて考える機会となった。
　 ２年生は ８月17日から19日まで、大阪府堺市のビッグ・アイ（国際
障害者交流センター）を拠点に ２泊 ３日の研修を行った。国語・数学・
英語の学習に加え、泉ヶ丘駅周辺の再開発について探究し、夜には
クイズ大会で仲間との交流を深めた。最終日は近畿大学東大阪キャ
ンパスを訪問。広大なキャンパスや施設を見学し、学食やガレージ
でのものづくりも体験した。参加した亀田和奏さん（ ２年）は「授業
は90分と長かったが、レクリエーションや仲間との時間、おいしい
食事に励まされ、頑張ることができた。最終日に訪れた近畿大学東
大阪キャンパスは甲子園球場16個分という広さで、充実した設備に
驚いた。また、キャンパスで皇學館高等学校の卒業生の姿を見かけ、
大学生活への夢も膨らんだ。 ３日間を充実して過ごせるよう工夫し
てくださった先生方、仲間に感謝し、これからも進路実現に向けて
努力していきたい」と振り返った。
　 １年生は ２日間の日程で実施。国語・数学の講義に取り組んだほ
か、英語ではネイティブ教員によるアクティブラーニングを体験し
た。英語による謎解きやミニプレゼンテーションに楽しみながら挑
戦し、主体的に学ぶ姿が見られた。最後にはリフレクションと自主
学習を行い、学びや今後の課題を確認した。
　学年ごとに特色あるプログラムを通して学習への意識を高め、進
路について考える充実した活動となった。

９ 月17日、皇學館中学校 ３年
生21名が皇學館大学を訪れ、

大学の学びや入試、施設について
理解を深めた。
　広報担当者による大学概要の説
明に続き、教務・入試担当者から
大学の講義や入試制度について説
明を受けた。大学では、将来の目
標に合わせて自分で時間割を組むことなど、高校とは異なる学びの仕組みを
知り、自身のキャリア形成に向けて早い段階から将来を思い描くことの大切
さを学んだ。また、さまざまな入試方式があることや、大学を選ぶ際には、各
大学が掲げる理念と自身の価値観やめざす方向性を照らし合わせることが重

要であることについても理解を深めた。
　その後、総合体育館や祭式教室などの施
設を見学。続いて、教育学科の村瀬雅俊教
授による「宇宙の不思議に挑む人類の叡知：
数学と物理学、人文・科学哲学の融合への
挑戦」と題した模擬講義を受講した。宇宙
を題材に、数学や物理学、人文・科学哲学

を横断して考える講義を通して、科学の奥深さや面白さに触れるとともに、日
頃の授業で学ぶ知識がどのようにつながっていくのかを実感する機会となっ
た。受講した大野真靖さんは、「世の中にあるさまざまな問題は、一つの解決
方法で考えるのではなく、さまざまな方面から見るのが大切だとわかりまし
た」と話し、進学への関心を深めた様子だった。

「携帯電話やインター
ネットの危険性を

正しく理解し、安全な利用
方法を身に付ける」との目
的のもと、KDDI（名古屋）か
ら専門の講師を招き、「スマ
ホ・ケータイ安全教室」が
開催された。
　今回の講義は、「SNSの不適切な利用」「出会い系や犯罪系の誘い」「ス
マホ依存症」といった特に現代の中高生が直面しやすい ３つのリスク
を重要な柱として展開された。それぞれのテーマごとに具体的な事例
を交えた動画が上映され、生徒たちは身近に潜む危険を、リアリティ

をもって受け止めることができた。
動画視聴後にはグループワークが
取り入れられ、生徒同士で協力し
ながら動画内の行動のどこに間違
いやリスクがあったのかを分析・
議論し、主体的に理解を深めてい
く姿が見られた。

　 １時間の講義を通じて、生徒たちは日常的に使用しているコミュニ
ケーションツールの背景にある「公開性」「拡散性」「記録性」等の危険
な側面を改めて強く認識した。便利さの裏にあるリスクを正しく把握
した上で、トラブルを未然に防ぎ、今後の生活でより良い「付き合い
方」を実践していくための貴重な学びの機会となった。

９ 月17、18日の両日、
「第64回 皇高祭」が

開催された。今年のテーマ
は「CROSS BORDER〜世
界の多様性を、私達のカル
チャーに〜」。１日目は皇學
館大学記念講堂で祭典を行
い、厳かな雰囲気の中で開
幕した。その後、各クラス・
クラブが展示の見どころを
紹介し、吹奏楽部による演
奏も披露された。有志の生徒が指揮を体験する「指揮者コーナー」では会場が
大いに盛り上がった。
　午後には、バッテリィズ、丸亀じゃんご、おたまじゃくし中西の ３組による
「吉本お笑いステージ」を開催。本校卒業生のバッテリィズ・寺家さんも登場し、
後輩たちを沸かせた。最後にはサインを懸けたじゃんけん大会も行われ、盛況

のうちに幕を閉じた。
　 ２日目は校内を会場に、１・２年生19クラスと
クラブによる展示のほか、パフォーマンスを実
施。テーマに沿って工夫を凝らした企画が校内
を彩り、キッチンカーも多くの生徒でにぎわっ
た。体育館では有志による楽器演奏やダンス、カ
ラオケなども行われ、ライブさながらの熱気に
包まれた。
　総務委員長の塚本真優斗さんは皇高祭の魅力
を「祭典から始まるなど他校にはない新しい経
験ができる点」と話す。バラエティ豊かなクラ
ス展示に加え、バンド演奏やダンス、カラオケ
など、生徒自らが企画する多彩な催しも見どこ

ろの一つだ。「音響技術の方々も来てくださり、ライブのような雰囲気で楽しめ
る」といい、生徒が主体となってつくり上げる皇高祭の特色を語った。 ２日間、
生徒同士が協力しながら個性とアイデアを発揮した皇高祭となった。

中
学
校

高
等
学
校

90分の集中授業に取り組む2年生

厳かに執り行われた祭典

上／家庭部ではクッキーを販売
下／クレープに舌鼓

示唆に富んだ講義に耳を傾ける生徒たち

グループでの見解を述べる生徒

村瀬教授の講義を受ける生徒たち

教務担当による説明に聴き入る生徒たち
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イベントカレンダー
各講座の詳細は本学ホームページでご確認ください。
時時場所（■本学 ■他）料料金対対象予予約問問合先

７ 月18日㈯、早期に進路を検討中の中学生および保護者の皆様を対象とした「イブニング学校
説明会」を開催しました。当日は、本校の学習内容や取り組み、クラブ活動、入学試験についての
説明を行いました。20組限定での募集でしたが、16組の皆様にご参加いただきました。説明会後
の個別進学相談会では、熱心にご相談される生徒の皆さんや保護者の姿がとても印象的でした。

10月
 2
土
4 　 神道博物館教養講座 第 2回
   松坂商人 長谷川家の文芸活動

講師 扇野耕多氏（特定非営利活動法人松阪歴史
文化舎学芸員）
時₁₄：₀₀～₁₅：₃₀ 場佐川記念神道博物館 講義室
料無料 対一般
予必要 ※開催日の ₃ 日前までにお申込みください。
　（先着順、各回定員 ₆₀名）
　電話、メールからのお申込みも可能です。
問佐川記念神道博物館 申込フォーム▶ 
　（電話）₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₁
　（Ｆ Ａ Ｘ ）₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₃
　（mail）oyako@kogakkan︲u.ac.jp

 3
金
0 　 NIPPONの原点を学ぶ 三重の魅力発信セミナー    （三重県生涯学習センター×皇學館大学）
   伊勢の海と神々の祭り 

　海や浜で行われる神事から、 
伊勢のもつ「清浄性」に注目する　
講師 新田惠三（文学部助教）
時₁₉：₀₀～₂₀：₃₀（₁₈：₃₀開場）
場三重テラス コミュニティスペース（東京都）　
受付終了

11月
 2
土
1 　 神道博物館教養講座 第 3回
   ギャラリートーク（展示案内）

講師 浦野綾子・小林郁（研究開発推進センター准教授）
時 ₁ 日 ₂ 回 ①₁₀：₀₀～₁₁：₀₀ ②₁₃：₀₀～₁₄：₀₀
場佐川記念神道博物館 展示室 料無料 対一般
予必要 ※開催日の ₃ 日前までにお申込みください。
　（先着順、各回定員₆₀名）
　電話、メールからのお申込みも可能です。
問佐川記念神道博物館 申込フォーム▶
　（電話）₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₁
　（Ｆ Ａ Ｘ ）₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₃
　（mail）oyako@kogakkan︲u.ac.jp

 2
月祝
3 　 よんぶんセミナー～皇學館大学公開講座～ 第 3回
   壬申の乱と四日市 

　大海人皇子はこの地でなにを思ったか？　
講師 荊木美行（研究開発推進センター教授）
時₁₃：₃₀～₁₅：₀₀ 場三浜文化会館 視聴覚室
料無料 対一般 予必要（お申込みは₁₀/₁₄㈬から）
問四日市市文化会館（三浜文化会館内の仮事務所）
　₀₅₉︲₃₅₄︲₄₅₀₁（受付時間 ₉：₀₀～₁₉：₀₀）
　https://yonbun.com/ws/
　休館日：火曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌平日閉館）

 2
土
8 　 神道博物館教養講座 第 4回
   本居宣長『玉勝間』始末

講師 田中康二（文学部教授）
時₁₄：₀₀～₁₅：₃₀ 場佐川記念神道博物館 講義室
料無料 対一般
予必要 ※開催日の ₃ 日前までにお申込みください。
　（先着順、各回定員₆₀名）
　電話、メールからのお申込みも可能です。
問佐川記念神道博物館 申込フォーム▶
　（電話）₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₇₁
　（Ｆ Ａ Ｘ ）₀₅₉₆︲₂₂︲₆₄₆₃
　（mail）oyako@kogakkan︲u.ac.jp

令和 9年1月
 2
土
3 　 よんぶんセミナー～皇學館大学公開講座～ 第 4回
   四日市の古文書を読む

講師 谷戸佑紀（文学部准教授）
時₁₃：₃₀～₁₅：₀₀ 場三浜文化会館 視聴覚室
料無料 対一般 予必要（お申込みは₁₂/₉㈬から）
問四日市市文化会館（三浜文化会館内の仮事務所） 
　₀₅₉︲₃₅₄︲₄₅₀₁（受付時間 ₉：₀₀～₁₉：₀₀）
　https://yonbun.com/ws/
　休館日：火曜日（ただし祝日の場合は開館し、翌平日閉館）

問合せ先

皇學館高等学校 ＴＥＬ₀₅₉₆︲₂₂︲₀₂₀₅㈹

通信制課程
募集定員 ₃₀名（予定）

出願期間
令和 8年 令和 9年
12月 1日㈫～ 1 月 5日㈫

出願手続
インターネット（WEB）での出願 ※詳細は11月中旬

にHPにて公開受験料 ₁₅,₀₀₀円

入学資格 中学卒業者および
令和 ₉ 年 ₃ 月卒業見込みの者

入学試験

日　時

令和 9年 1 月23日㈯ 10：00より

教　科

国語・数学・英語＊〔マークシート方式〕および面接
※各教科は中 2までの範囲　＊英語はリスニングなし

試験会場 皇學館高等学校

合格発表 令和 9年 1月26日㈫ 17：00 
※得点開示なし。

入学手続

令和 ₉ 年 ₂ 月₁₀日㈬ ₁₅：₀₀までに、 
入学金 45,000円を納入してください。
令和 ₉ 年 ₃ 月₁₇日㈬ ₁₅：₀₀までに、 
教育充実費 250,000円を納入してください。

学　　費

①入学時　教育充実費 ₂₅₀,₀₀₀円
②入学後　教育活動支援費（年額） ₁₅₀,₀₀₀円
　　　　　 ₁ 単位履修 ₁₅,₀₀₀円×単位数
※ただし、年額 337,000円まで無償化対象

全日制課程
募集定員 ₃₁₅名（予定）

出願期間 令和 8年 令和 9年
12月 1日㈫～ 1 月 5日㈫

出願手続
インターネット（WEB）での出願 ※詳細は11月中旬

にHPにて公開受験料 ₁₅,₀₀₀円

入学資格 中学卒業者および
令和 ₉ 年 ₃ 月卒業見込みの者

入学試験

日　時

令和 9年 1 月27日㈬ 10：00より
【追試験】令和 ₉ 年 ₁ 月₃₁日㈰
教　科

国語・数学・英語＊・理科・社会〔マークシート方式〕
＊英語はリスニングを含む

試験会場
【本会場】皇學館高等学校
【津会場】大原簿記医療観光専門学校

（津駅西口より徒歩 ₁ 分）

合格発表

令和 9年 2月 1日㈪ 17：00
※追試験合格発表も同日
※インターネット（WEB）発表…電話によるお問い合わせに
は、お答えできません。
※インターネット（WEB）得点開示…一般「併願」での受験
者のみ開示いたします。ただし、追試験受験者には得点開
示はありません。

入学手続

令和 ₉ 年 ₂ 月₁₀日㈬ ₁₅：₀₀までに、 
入学金 45,000円を納入してください。
令和 ₉ 年 ₃ 月₁₇日㈬ ₁₅：₀₀までに、 
教育充実費 250,000円を納入してください。

学　　費

①入学時　教育充実費 ₂₅₀,₀₀₀円
②入学後　授業料（月額） ₃₇,₈₀₀円（無償化）
　　　　　その他（月額） 約₇,₀₀₀円
　　　　　修学旅行積立（月額） ₆,₀₀₀円

そ の 他 推薦入学制度、特別奨学生の制度があります。

令和 8年度生涯学習事業
皇學館大学 月例文化講座
年間テーマ

神になった人々
担当●文学部国史学科
　
場所●皇學館大学 ４３１教室�
時間●各日とも午後 ２時より
受講方法●対面（後日、オンデマンド配信）
定員●各回１0０名【先着順】� 聴講料無料・要申込

第 7回 11月 7 日●土 長谷川　怜准教授

祀られた警察官たち
第 8回 12月 5 日●土 谷 口 裕 信教授

義人としての田中正造イメージ
の形成と田中霊祠

令和 9年度生皇學館高等学校募集要項

オープンスクール、学校説明会・個別進学相談会
通信制課程 入試説明会・相談会
参加申し込みはこちら▶

第 3回オープンスクールのご案内

入試問題を知ろう!
開催日●₁₁月 ₈ 日㈰
会　場●皇學館大学記念講堂
　　　　※駐車場・駐輪場は高校スペースをご利用ください。
対　象●中学 ₃ 年生および保護者

内容
₈：₃₀～₉：₃₀
受付（皇學館大学記念講堂）

₉：₃₀～₁₁：₃₀
◦学校説明◦入試説明◦入試過去問解説（英語・数学）
◦吹奏楽部歓迎コンサート

₁₁：₃₀～₁₃：₀₀（自由参加）

◦クラブ活動見学◦個別進学相談会（生徒、保護者）

申込期間●10月13日㈫～30日㈮

イブニング個別進学相談会Ⅱ 20組限定
保護者と一緒に参加してください

開催日●₁₁月₂₁日㈯ ₁₈：₀₀～₁₉：₀₀
会　場●皇學館高等学校　
対　象●中学 ₃ 年生と保護者

申込期間●11月 2 日㈪～（定員到達
にて締切）

通信制課程 入試説明会・相談会
開催日●₁₁月 ₈ 日㈰ ₁₄：₀₀～₁₅：₃₀
会　場●皇學館高等学校　
対　象●中学 ₃ 年生および保護者

申込期間●10月13日㈫～30日㈮

みなさんの参加をお待ちしております。なおオープンスクール等へ
の参加は、入学試験の合否とは全く関係ありません。予定は変更す
る場合がありますので、事前にホームページでご確認ください。

　

申込み、詳細は　
こちら▶

参加を希望する方は右
下の二次元バーコード
から生徒・保護者別々
に申し込んでください。

参加を希望する方は右
下の二次元バーコード
から生徒のみ申し込ん
でください。
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https://guide.ckip.jp/kogakkanh
https://www.center-mie.or.jp/manabi/event/form?eid=59307
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI1fy3OXYHXSmoLhTQ8SH8afYcCwe1HIz28Ut8b527x4JLXQ/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI1fy3OXYHXSmoLhTQ8SH8afYcCwe1HIz28Ut8b527x4JLXQ/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeI1fy3OXYHXSmoLhTQ8SH8afYcCwe1HIz28Ut8b527x4JLXQ/viewform


　

向原悠斗さ（高３）んが八種競技で準優勝!
令和 8年度全国高等学校総合体育大会「夢へ躍進 青春の夏 近畿総体2026」

𠮷富心音さ（高１）んが大正琴で三重県文化新人賞受賞

　向原悠斗さんがインターハイの八種競技で５８９６点をマー
クし、準優勝を果たした。昨年の ３位から順位を １つ上げ
たものの、見据えていたのは日本一の座。「多くの方に支え
てもらいながら日本一だけをめざして練習してきたので、
うれしい気持ちより悔しさの方が大きかった」と振り返る。
　今大会では砲丸投げとやり投げで自己記録を更新。昨年
の課題だった投擲

てき

種目の克服に向け、冬季から重点的に取
り組み、大会直前には他校の教員や外部コーチの指導も受
けた。専門種目の技術練習に加え、基礎練習やロングスプ
リントにも力を入れ、全体のパフォーマンス向上を図って
きた。自身の強みを「アベレージが高く、どの種目でもし

っかり点を取れるところ」と分析する向原さん。全国大会
で経験を積んだことで、大舞台で結果を残すには種目ごと
の出来に一喜一憂せず、気持ちを切り替えて目の前の種目
に集中することが重要だと実感したという。
　競技生活を通じて、練習への向き合い方も変化した。与
えられたメニューをこなすだけでなく、その狙いや意味を
考えて自分のものにする主体的な姿勢を身に付けた。胸に
刻み続けたのは、コーチから贈られた「一瞬の苦しみから
逃げたら一生の後悔」との言葉だ。
　大学では十種競技に挑戦する。「幅広く練習を積み、大学
こそ日本一になる」。新たな舞台で、さらなる高みをめざす。

　大正琴の演奏活動に取り組む𠮷富心音さんが、三重県
文化新人賞を受賞した。これまで文部科学大臣賞を ４年
連続で受賞しており、今回の受賞に「まさか自分がいた
だけるとは思っていなかった」と驚きながらも、これま
で支えてくれた周囲への感謝を語る。
　大正琴との出合いは幼少期。祖母が演奏する姿を身近
に見て育ち、いつか触れてみたいと思っていたところ、度
会町教育委員会主催の「度会チャレンジキッズ教室」に
大正琴の講座があることを知った。同講座を小学 ２年生
のときに受けたことをきっかけに本格的に習い始め、音を出す楽しさに魅了された。
　演奏では、まず曲をよく知ることを大切にしている。さまざまな演奏を聴いて曲の雰
囲気や特徴をつかみ、自分なりにイメージを膨らませながら練習。楽譜通りに弾くだけ
でなく、繰り返し練習して曲を自分のものにしていく。思うように弾けないときは好き
な音楽を聴いて気持ちを切り替え、練習を続けてきた。
　大正琴を通して学んだのは、努力を続ける大切さだ。すぐに結果が出なくても、繰り
返すことで少しずつできるようになる経験が、学校生活にも生かされている。何事も「ま
ずは、やってみよう」と前向きに考えられるようになったという。
　理想とするのはきれいで優しく、聴く人の心に残る音色。同じ曲でもピックの角度や
強さによって音色が変わる奥深さを楽しみながら、一音一音を丁寧に重ねる。大正琴の
魅力を多くの人に伝え、聴く人に感動を届けられる演奏を志している。

本学では現在₄₁のクラブと₂ つの同好会が活動しています。
本コーナーでは注目の部活動・同好会を取り上げ、ご紹介します。部活動・同好会ファイル● ◢ 考古学研究会

Q普段どのような活動をしていますか。
過去の調査で出土した遺物のデータ化や
修復、保管している遺物の解説を交えた
勉強会などに取り組んでいます。学外指
導者の岡田登先生（本学名誉教授）から指
導を受けながら、実践的に学んでいます。
Q今回、多気町で発掘調査を行ったそう
ですね。

三重県多気郡多気町の逢
お う

鹿
か

瀬
せ

寺
で ら

跡で、土
地所有者の作業中に瓦の破片などが出土
したことを受け、遺物の回収と土坑の実
測を行いました。

Q多気町の発掘現場ではどのような作業
を行いましたか。

土坑内や排土に含まれる遺物の回収を中
心に行いました。前日の雨の影響で、土
坑を覆うブルーシートを剥がすのにも苦
労しましたが、遺物が次々と出てくるの
を目にして、とてもうれしくなりました。
Q印象に残った出土品や発見はありまし
たか。

ほぼ完形の軒丸瓦が出土したことです。
蓮の文様が施され、とてもきれいな状態
でした。また、赤く変色した瓦の破片も
多く出土しました。瓦が焼けたことを示
すもので、逢鹿瀬寺の末期の様子を考え
る上で重要な資料になる可能性がありま
す。
Q遺物から歴史を読み解く面白さとは。
逢鹿瀬寺は伊勢の神宮の神宮寺として奈
良時代に建立され、短期間で姿を消した

「幻の寺」ともいえます。出土遺物と文献
を照らし合わせ、なぜ姿を消したのか、ど

のような儀礼が行われていたのかを考え
ることに面白さを感じます。
Q考古学に詳しくない学生でも参加でき
ますか。

ほとんど知識がなくても大丈夫です。今
回のように出土遺物に直接触れる機会も
あり、遺物の管理や調査道具の使い方な
どを実践的に学べます。学芸員課程を履
修している学生にとっても貴重な経験に
なります。
Q考古学研究会の魅力と、学生へのメッ
セージをお願いします。

活動を通して、博物館の展示もより楽し
く見られるようになります。「この道具は、
こう使っていたのかな」「この土器の作り
方は、部室にあるものに似ていて面白い」
など、展示品の一つひとつが気になり、博
物館が宝石箱のように感じられるはずで
す。継続的な参加でなくても構いません。
興味があれば、ぜひ一度、気軽に活動日
に足を運んでみてください。

国史学、考古学的研究手法によって伊勢
を中心とした地域史を明らかにする活動
を行っている。具体的に発掘調査を行い、
出土採集遺物の整理、復元、図版資料化
をして、調査報告書を作成する活動を行
っている。

部 長 名
（監督名） 中 山 　郁

部 員 数 30名

活動日時 月曜日、水曜日

活動場所 新クラブハウス棟 ３階、６２２教室

実 績
令和 ５年度に行った発掘
調査の発掘遺物の整理、
復元を主に行った。倉陵
祭では過去の発掘調査
の成果を展示した。

年間スケジュール
10月　倉陵祭展示発表

紹介をしてくれた
吉田鈴太朗さん
（神道 2）

蓮の花文様の丸瓦（左）と焼けた瓦の破片。
どちらも奈良時代のもの

No.3

「狙った大会で実力を発揮できるようになってき
た」と話す向原さん

度会町在住者で新人賞受賞は初

全国大会結果
全国高等学校総合体育大会
空 手 競 技 小 川 瑞 稀（ ２年）個人組手 １回戦出場

バドミントン部

森 　 積 喜（ ３年）学校対抗 １回戦、シングルス １回戦、ダブルス ２回戦出場
山 下 晃 輝（ ３年）学校対抗 １回戦、シングルス ２回戦、ダブルス ２回戦出場
秋 山 　 翔（ ２年）学校対抗 １回戦、ダブルス ２回戦出場
逵　 晄太朗（ ２年）学校対抗 １回戦出場
水 流 暖 翔（ ２年）学校対抗 １回戦出場
井 伊 亜 藍（ １年）学校対抗 １回戦出場
内 山 渉 夢（ １年）学校対抗 １回戦、ダブルス ２回戦出場
松 本 　 悠（ １年）学校対抗 １回戦出場
大 石 乃 愛（ ３年）学校対抗 １・２回戦、ダブルス １回戦出場
奥 村 紗 羽（ ３年）学校対抗 １・２回戦、ダブルス １回戦出場
米 澤 萌 衣（ ３年）学校対抗 １・２回戦、シングルス ２回戦、ダブルス １回戦出場
谷 田 楓 華（ ２年）学校対抗 １・２回戦、ダブルス １回戦出場
西 岡 海 音（ １年）学校対抗 １・２回戦出場
林 　 音 羽（ １年）学校対抗 １・２回戦出場
眞 泉 果 央（ １年）学校対抗 １・２回戦、シングルス ２回戦出場
溝 口 恵 望（ １年）学校対抗 １・２回戦出場

ボウリング競技 澤 田 枇 奈（ ２年）出場

陸上競技部 向 原 悠 斗（ ３年）八種競技準優勝
早 水 　 凪（ ３年）三段跳決勝

幸村杯全国高等学校男子なぎなた選手権大会

薙 刀 部 西 田 誌 音（ ３年）出場
増 田 　 輝（ ３年）出場

全国高校囲碁選手権大会

囲碁将棋部
伊東 亜里紗（ ３年）団体・個人戦出場
中 西 美 宇（ ３年）団体戦出場
澤 田 枇 奈（ ２年）団体戦出場

第50回全国高等学校総合文化祭
写 真 部 浦 田 佳 希（ ３年）出品
囲碁将棋部 伊東 亜里紗（ ３年）出場

高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな 
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。
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